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ラ
オ
ス
は
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
二

日
に
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
の
樹
立

四
〇
周
年
を
迎
え
、
国
会
議
事
堂
前
に

お
い
て
華
や
か
な
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
数
カ
月
前
に
、
隣
接
す
る
ラ

オ
ス
人
民
軍
歴
史
博
物
館
の
中
庭
に
、

一
機
の
戦
闘
機
が
搬
入
さ
れ
た
。
冷
戦

期
を
代
表
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
ミ
グ

21
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
、
ベ
ト

ナ
ム
の
ド
イ
モ
イ
か
ら
受
け
た
最
も
大

き
な
影
響
は
、
近
隣
諸
国
と
の
緊
張
の

緩
和
で
あ
る
。

　

ラ
オ
ス
と
ベ
ト
ナ
ム
の
間
で
は
、
一

九
七
五
年
以
前
の
ラ
オ
ス
内
戦
期
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、「
特
別
な
関
係
」

と
呼
ば
れ
る
友
好
関
係
が
維
持
さ
れ
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
政
権
党
で
あ
る
ベ

ト
ナ
ム
共
産
党
と
ラ
オ
ス
の
政
権
党
で

あ
る
ラ
オ
ス
人
民
革
命
党
の
起
源
は
、

一
九
三
〇
年
二
月
に
結
党
さ
れ
た
イ
ン

ド
シ
ナ
共
産
党
で
あ
る
。
一
九
五
一
年

の
第
二
回
党
大
会
に
お
い
て
国
別
に
党

が
設
立
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
ラ

オ
ス
で
は
、
一
九
五
五
年
三
月
に
、
ラ

オ
ス
人
民
党
（
ラ
オ
ス
人
民
革
命
党
の

前
身
）
が
結
党
さ
れ
た
。
ラ
オ
ス
革
命

を
指
導
し
た
カ
イ
ソ
ー
ン
・
ポ
ム
ヴ
ィ

ハ
ー
ン
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
父
と
ラ
オ

ス
人
の
母
を
持
ち
、
ハ
ノ
イ
大
学
で
教

育
を
受
け
、
イ
ン
ド
シ
ナ
共
産
党
に
入

党
し
た
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
中
に
、
ラ
オ
ス
国
内
に
ホ
ー

チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
が
設
け
ら
れ
、
北
ベ

ト
ナ
ム
が
南
ベ
ト
ナ
ム
で
の
戦
闘
と
解

放
を
支
援
す
る
た
め
の
重
要
な
輸
送
路

と
な
っ
た
。
一
方
で
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、

ラ
オ
ス
人
共
産
主
義
者
に
対
し
て
、
人

材
育
成
、
武
器
の
供
給
、
ベ
ト
ナ
ム
義

勇
軍
の
戦
闘
へ
の
参
加
な
ど
、
全
面
的

な
支
援
を
行
っ
た
。

　

一
九
七
五
年
に
ラ
オ
ス
の
現
体
制
が

樹
立
さ
れ
、
両
国
の
友
好
関
係
が
国
家

間
レ
ベ
ル
へ
と
格
上
げ
さ
れ
た
の
が
、

一
九
七
七
年
七
月
一
八
日
に
締
結
さ
れ

た
ラ
オ
ス
・
ベ
ト
ナ
ム
友
好
・
協
力
条

約
で
あ
る
。
全
部
で
七
カ
条
か
ら
な
り
、

第
一
条
に
お
い
て
、
ラ
オ
ス
と
ベ
ト
ナ

ム
の
間
の
「
特
別
な
関
係
」
を
拡
大
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
第
二
条
に
お
い

て
、
独
立
、
主
権
、
領
土
を
防
衛
す
る

目
的
で
相
互
に
支
援
・
協
力
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
た
。
一
九
七
五
年
か
ら
一

九
八
〇
年
代
前
半
ま
で
の
時
期
に
、
ラ

オ
ス
に
は
、
最
大
で
五
万
人
の
ベ
ト
ナ

ム
義
勇
軍
が
駐
屯
し
て
い
た
と
さ
れ
る

が
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム

軍
の
ラ
オ
ス
駐
留
が
正
当
化
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

一
九
七
五
年
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
支
援

に
よ
り
、
ラ
オ
ス
で
開
始
さ
れ
た
事
業

が
あ
る
。
そ
れ
が
、
シ
エ
ン
ク
ア
ー
ン

県
の
中
心
地
ポ
ー
ン
サ
ヴ
ァ
ン
で
の
空

港
建
設
で
あ
る
。
シ
エ
ン
ク
ア
ー
ン
県

は
、
ラ
オ
ス
中
部
に
あ
り
、
ポ
ー
ン
サ

ヴ
ァ
ン
は
、
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
北
方

約
二
四
〇
キ
ロ
に
位
置
し
て
い
る
。
空

港
は
、
現
在
も
、
シ
エ
ン
ク
ア
ー
ン
へ

の
空
か
ら
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る
が
、

降
り
立
っ
た
時
に
印
象
的
な
の
は
、
滑

走
路
の
大
き
さ
で
あ
る
。
全
長
が
二
四

〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
ラ
オ
ス
の
小
さ

な
地
方
空
港
に
慣
れ
て
い
る
者
を
驚
か

せ
る
。
当
初
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
援
助
に

よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
が
、
一
九
七
八
年

に
ソ
連
と
ラ
オ
ス
の
間
で
軍
事
協
力
が

瀬
戸 

裕
之

博
物
館
に
入
っ
た
ミ
グ
21
戦
闘
機

―
ラ
オ
ス
か
ら
み
た
ド
イ
モ
イ
―

決
定
さ
れ
る
と
、
ソ
連
が
資
金
援
助
を

行
い
、
ベ
ト
ナ
ム
人
技
術
者
が
指
導
し

て
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
事
業
の

目
的
は
、
ミ
グ
21
の
基
地
建
設
で
あ
る
。

ラ
オ
ス
国
内
で
ミ
グ
21
が
配
備
さ
れ
た

の
は
、
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
と
シ
エ
ン
ク

ア
ー
ン
の
二
カ
所
の
み
で
あ
る
。
は
じ

め
に
配
備
さ
れ
た
の
は
、
ヴ
ィ
エ
ン
チ

ャ
ン
の
ワ
ッ
タ
イ
空
港
（
軍
民
兼
用
）

で
あ
り
、
一
九
七
八
年
に
一
〇
機
が
導

入
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
年
に
一
〇
機
が

追
加
さ
れ
て
、
多
い
時
に
は
、
ラ
オ
ス

全
国
で
五
〇
機
以
上
が
配
備
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
空
港
の
建
設
と
と
も
に
、

ポ
ン
サ
ー
リ
ー
、
サ
ム
ヌ
ー
ア
、
シ
エ

ン
ク
ア
ー
ン
な
ど
、
か
つ
て
の
革
命
根

拠
地
か
ら
有
望
な
青
年
を
募
集
し
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
養
成
が
行
わ
れ
た
。
シ
エ

ン
ク
ア
ー
ン
空
港
は
、
一
九
七
九
年
に

完
成
し
、
ワ
ッ
タ
イ
空
港
か
ら
、
ミ
グ

21
を
持
つ
第
七
〇
二
航
空
大
隊
が
移
っ

て
き
た
。
開
港
式
典
に
は
、
一
般
市
民

も
招
待
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ミ
グ
21
航

空
隊
と
ラ
オ
ス
の
ミ
グ
21
航
空
隊
に
よ

る
航
空
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

山
間
部
の
シ
エ
ン
ク
ア
ー
ン
に
ミ
グ

21
の
基
地
が
建
設
さ
れ
た
理
由
は
、
ワ

ッ
タ
イ
空
港
が
タ
イ
と
の
国
境
に
近
く
、

戦
争
に
な
れ
ば
、
タ
イ
か
ら
の
砲
撃
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た

た
め
だ
、
と
い
う
。
当
時
の
国
際
社
会
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で
の
ラ
オ
ス
の
位
置
づ
け
を
窺
わ
せ
る

の
が
、
一
九
七
七
年
二
月
の
第
二
期
党

中
央
執
行
委
員
会
第
四
回
総
会
で
の
報

告
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、ラ
オ
ス
が「
東

南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
主
義
陣
営
の

前
線
基
地
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
示

さ
れ
た
。
ラ
オ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
と
同

盟
し
、
自
由
主
義
陣
営
に
加
わ
っ
て
い

る
タ
イ
と
、
多
く
が
メ
コ
ン
河
を
境
に

し
て
一
八
三
五
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
国
境

を
接
し
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら

一
九
八
〇
年
代
に
、
ラ
オ
ス
と
タ
イ
の

間
で
は
、
し
ば
し
ば
国
境
紛
争
を
経
験

し
、
さ
ら
に
、
タ
イ
か
ら
国
境
を
越
え

て
反
政
府
勢
力
が
侵
入
し
、
ラ
オ
ス
国

内
で
破
壊
活
動
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
地
理
的
に
み
る
と
、
シ
エ
ン
ク

ア
ー
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
が
あ
っ

た
タ
イ
東
北
部
と
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ

ノ
イ
の
中
間
点
に
位
置
し
て
い
る
。
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
中
、
ミ
グ
21
は
、
北
爆
の

た
め
に
飛
来
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
機
に
対

す
る
迎
撃
機
と
し
て
活
躍
し
た
。
シ
エ

ン
ク
ア
ー
ン
へ
の
ミ
グ
21
の
配
備
は
、

ラ
オ
ス
が
、
社
会
主
義
陣
営
で
の
イ
ン

ド
シ
ナ
防
衛
の
枠
組
み
に
組
み
込
ま
れ

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
が
ド
イ
モ
イ
を

開
始
し
、
対
外
政
策
を
変
更
す
る
と
、

ラ
オ
ス
の
国
際
社
会
で
の
位
置
づ
け
も

大
き
く
変
化
し
た
。
ド
イ
モ
イ
と
時
を

同
じ
く
し
て
、
ラ
オ
ス
で
も
、
一
九
八

六
年
の
第
四
回
党
大
会
に
お
い
て
改
革

路
線
（
ネ
ー
オ
タ
ー
ン
・
ピ
ア
ン
ペ
ー

ン
マ
イ
）
が
採
用
さ
れ
、
経
済
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
改
革
と
、
中
国
・
西
側
諸
国
と

の
関
係
改
善
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
が
一
九
八
五
年
八
月

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
駐
留
す
る
軍
の
撤
退

を
表
明
す
る
と
、
ラ
オ
ス
で
も
、
一
九

八
七
年
末
か
ら
駐
留
し
て
い
た
ベ
ト
ナ

ム
義
勇
軍
の
帰
国
が
始
ま
り
、
一
九
八

八
年
一
一
月
に
は
、
帰
国
が
完
了
し
た

と
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、

タ
イ
の
チ
ャ
ー
ト
チ
ャ
ー
イ
首
相
は
、

「
イ
ン
ド
シ
ナ
を
戦
場
か
ら
市
場
へ
」

と
転
換
す
る
こ
と
を
提
唱
し
、
一
九
八

九
年
に
は
、
カ
イ
ソ
ー
ン
首
相
が
バ
ン

コ
ク
を
公
式
訪
問
し
た
。
ラ
オ
ス
の
各

省
に
配
置
さ
れ
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
人
技

術
者
・
顧
問
も
徐
々
に
帰
国
し
、
代
わ

り
に
、
国
連
機
関
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
、
日
本
な
ど
の
西
側
諸
国
の

援
助
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
九
四
年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
援
助
に
よ
り
、
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
近

郊
の
タ
ー
ド
ゥ
ー
ア
と
タ
イ
側
の
ノ
ー

ン
カ
ー
イ
を
結
ぶ
友
好
橋
が
建
設
さ
れ
、

タ
イ
と
の
経
済
交
流
が
大
き
く
発
展
し

た
。

　

ワ
ッ
タ
イ
空
港
に
配
備
さ
れ
て
い
た

ミ
グ
21
は
、
一
九
九
二
年
に
、
そ
の
大

半
が
シ
エ
ン
ク
ア
ー
ン
空
港
に
移
さ
れ

た
。
西
側
諸
国
と
の
交
流
が
増
加
し
、

ワ
ッ
タ
イ
空
港
が
、
ラ
オ
ス
を
訪
問
す

る
西
側
諸
国
の
外
交
官
、
援
助
関
係
者
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
観
光
客
の
た
め
の
玄

関
口
に
な
っ
た
た
め
、
空
港
か
ら
軍
事

色
を
取
り
除
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ

オ
ス
空
軍
を
支
援
し
て
い
た
ロ
シ
ア
人

顧
問
、
ベ
ト
ナ
ム
人
顧
問
も
帰
国
し
、

シ
エ
ン
ク
ア
ー
ン
の
基
地
で
は
、
遅
く

と
も
一
九
九
四
年
に
は
、
ラ
オ
ス
人
整

備
士
の
み
で
ミ
グ
21
が
整
備
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。

　

一
九
九
五
年
七
月
に
ベ
ト
ナ
ム
が
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）

に
加
盟
す
る
と
、
そ
れ
を
追
う
よ
う
に
、

一
九
九
七
年
七
月
に
ラ
オ
ス
が
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
に
加
盟
し
た
。
シ
エ
ン
ク
ア
ー
ン

の
基
地
で
は
、
そ
の
後
も
、
二
〇
〇
〇

年
ま
で
ミ
グ
21
の
整
備
が
行
わ
れ
、
一

〇
機
程
度
が
稼
働
可
能
だ
っ
た
が
、
機

体
の
耐
用
年
数
を
超
え
て
し
ま
い
、
そ

れ
以
上
の
修
理
が
不
可
能
だ
と
判
断
さ

れ
た
た
め
、
空
港
に
放
置
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
ポ
ー
ン
サ
ヴ
ァ
ン
に
新
た
な
空

港
の
建
設
準
備
が
始
ま
っ
た
二
〇
一
五

年
に
な
っ
て
、
残
っ
て
い
た
ミ
グ
21
も

撤
去
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
機
が
ヴ
ィ
エ

ン
チ
ャ
ン
の
博
物
館
に
移
さ
れ
た
。

　

ラ
オ
ス
は
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
加
盟
し
、

二
〇
一
六
年
に
は
、
二
回
目
の
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
議
長
国
を
務
め
、
九
月
に
主
宰
し

た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
に
は
、
ア
メ

リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
も
出
席
し
た
。

ラ
オ
ス
と
ベ
ト
ナ
ム
の
間
で
は
、
現
在

も
「
特
別
な
関
係
」
が
維
持
さ
れ
、
政

府
高
官
の
相
互
訪
問
、
党
幹
部
の
政
治

教
育
、
民
間
に
よ
る
投
資
な
ど
、
幅
広

い
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
、
ラ
オ
ス
を
取
り
巻
く
国
際
環
境

に
お
い
て
、
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
が
必
要

と
な
る
国
際
紛
争
は
、
も
は
や
存
在
し

な
い
。
博
物
館
の
ミ
グ
21
は
、
ド
イ
モ

イ
後
に
お
け
る
ラ
オ
ス
の
平
和
を
象
徴

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
せ
と　

ひ
ろ
ゆ
き
／
新
潟
国
際
情
報

大
学
国
際
学
部
准
教
授
）

ラオス人民軍歴史博物館に展示されているミグ 21
（筆者撮影）
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